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議員勉強会を開催

みえ県議会だよりは、年７回（4、5、7、8、10、12、2月の各月１日）発行します。 次回の発行は、令和7年（2025年）2月1日（土）です。
（新聞折り込みは、令和7年2月2日（日）に行います。）

発行／三重県議会　編集／三重県議会広聴広報会議
「みえ県議会だより」に関するご意見・ご感想をお寄せください。 議会

ホームページ
スマホ版
議会だより

議会
Facebook〒514-8570　津市広明町13　　　059（224）2877

　　059（229）1931　　　gikaik@pref.mie.lg.jp
https://www.pref.mie.lg.jp/KENGIKAI/
https://www.gijiroku.jp/mie/（スマホ版）
https://www.facebook.com/miepref.gikai（Facebook）
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スズカト（県立鈴鹿青少年センター）（鈴鹿市）

議会の開催予定は県議会ホームページの「議会の日程」をご覧ください。208

　県議会を身近に感じてもらうことを目的に、議員が学校に出向いて授業を行う「みえ県議会出前講座」を、学校から
の申し込みを受けて実施しています。１０月までに実施した、鈴鹿市立白子小学校、東員町立稲部小学校、国立大学
法人三重大学では、広聴広報会議の委員が２名で学校を訪問し、県議会の仕組みや議員の仕事などを動画やスライド
資料を使い授業したあと、皆さんからのたくさんの質問に答えました。

インターンシップ実習生からの提案を受けました
　県議会では、議会における監視機能の強化や政策立案の充実、地方分権の
推進に資する人材の育成などを目的として、インターンシップ実習生を受け入れ
ています。21人目となる今年は、三重大学大学院の学生を実習生として受け
入れました。実習終了後、議員を前に「立候補者の減少や無投票について」を
テーマに報告会を開催しました。報告の中で、広聴広報活動の地道な継続・
強化として主権者教育の継続などを提案いただくとともに、議員に立候補する
にあたってのハードルの解消として、落
選や辞職後に会社に復帰しやすい制度
づくりなどの提案をいただき、議員との
間で活発な質疑応答が行われました。

　鈴鹿市選出の下野幸助議員か
ら議員辞職願が提出され、10月
10日の本会議で辞職が許可され
ました。
　また、伊賀市選出の稲森稔尚
議員は、１１月３日、伊賀市長選
挙に立候補の届出を行い受理され
たため、公職選挙法第９０条の規
定により同日付けで議員を退職し
ました。
　これにより、11月３日現在、三
重県議会議員は46人となりました。
　なお、公職選挙法の規定により、
今回、補欠選挙は行われません。

報告会の様子

　10月３日、名城大学大学院の鈴木輝明教授を講師にお招きし、令和６年度
第１回議員勉強会を開催しました。伊勢湾の水産資源の減少が深刻化し、その
要因として湾内に流入する栄養塩不足が指摘されているなど、「水産王国みえ」
の復活に向けてはさまざまな課題があります。現在、三重県では今後10年間
の施策の方向性等を定める「三重県水産業及び漁村の
振興に関する基本計画」の策定を進めていることから、
「豊かな伊勢湾の再生に向けて」と題して、お話しいた
だきました。伊勢湾再生に向けての必要な視点につい
て解説いただくなど、今後の三重県における水産業振
興の在り方について考える機会となりました。 議員勉強会の様子

鈴鹿市立白子小学校

児童・学生からの質問

東員町立稲部小学校 国立大学法人三重大学

・県議会議員を目指したきっかけを教えてください。
・採決の時に賛成と反対が同数の場合はどうするのですか。
・議員として三重県の大学生に期待することは何ですか。　など

９月定例月会議
可決した議案

認定した企業会計決算

不採択とした請願

審 議 結 果

主 な 開 催 実 績

「出前講座」を実施しました

議員の辞職等について

予算
○ 令和６年度三重県一般会計補正予算（第２号）

条例
○ 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整備に関する条例案　ほか５件

その他議案
○ 工事請負契約について　ほか５件

人事案件（同意）
○ 公害審査会委員の選任につき同意を得るについて

○ 県独自の学級編制基準の改善によって、25人下限条件を
なくし、真の30人学級実現を求めることについて

否決した意見書案
○ 同性婚の法制化に係る議論の促進を求める意見書案

可決した意見書案
○

○

○

○

○
○
○

○

○
○
○
○

カーボンニュートラル実現に向けた自動車産業への支援の
拡充等に関する意見書案
国保総合システムの開発及び運用に対する国の財政支援
を求める意見書案
買取再販で扱われる住宅の取得に係る不動産取得税の特例
措置の適用期限の延長及び要件の緩和を求める意見書案
トラック運送事業者の持続可能な経営を維持するため国
に更なる役割を求める意見書案
日本型直接支払制度の拡充を求める意見書案
自動車関係諸税等の見直しを求める意見書案
子どもの貧困対策等を踏まえた就学及び修学支援に関す
る制度の拡充を求める意見書案
教職員の欠員等を速やかに解消する施策の実行並びに教
職員定数改善計画の策定及び実施並びに教育予算の拡充
を求める意見書案
学校における防災対策の充実を求める意見書案
義務教育費国庫負担制度の充実を求める意見書案
緊急浚渫推進事業債の延長を求める意見書案
相次ぐ米軍構成員等による女性への性的暴行事件に関す
る意見書案採択した請願

○

○

トラック運送事業者の持続可能な経営を維持するため国
に更なる役割を求めることについて
自動車関係諸税などの見直しに関する意見書の提出を求
めることについて

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○

買取再販で扱われる住宅の取得に係る不動産取得税の
特例措置における提出書類の見直しについて
カーボンニュートラル達成に向けた自動車産業への支
援の拡充等について
国保総合システムの開発や運用に対する国の財政支援
に関する意見書の提出を求めることについて
買取再販で扱われる住宅の取得に係る不動産取得税の
特例措置の要件の緩和について
県立高等学校の制服の指定について複数メーカーが参
入できる方法の導入を求めることについて
子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援に関わる制
度の拡充を求めることについて
教職員の欠員を速やかに解消する施策の実行および教
職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求め
ることについて
防災対策の充実を求めることについて
義務教育費国庫負担制度の充実を求めることについて
教職員の欠員、不補充の速やかな解消および子どもた
ちの豊かな学びを保障する教職員配置のさらなる充実
を求めることについて

○
○
○
○

令和５年度三重県水道事業会計決算
令和５年度三重県工業用水道事業会計決算
令和５年度三重県病院事業会計決算
令和５年度三重県流域下水道事業会計決算

議員別の賛否等の状況
（ＰＤＦファイル）

9月 10月
13日

17日

20日

25日

27日

ワンヘルス推進調査特別委員会
参考人の出席要求について　他
本会議
議案１２件上程、認定議案４件上程
本会議
議案に関する質疑（１人）
伊勢茶の振興に関する条例策定調査特別委員会
関係法令・条例等について　他
本会議
一般質問（５人）
政策企画雇用経済観光常任委員会
みえ高校生県議会で出された質問、提案を受けて
本会議
一般質問（４人）

11日

15日

18日

ワンヘルス推進調査特別委員会
執行部からの聴取について　他
本会議
代表質問（２人）
予算決算常任委員会
議案の審査
医療保健子ども福祉病院常任委員会
所管事項の調査　他
本会議
議案12件可決、認定議案４件認定、請願12件採択・
１件不採択、意見書案13件上程・12件可決・１件
否決、人事同意議案１件上程・同意、認定議案12
件上程
予算決算常任委員会
議案の審査

1日

2日

10日

本会議
一般質問（４人）
教育警察常任委員会
請願第２７号に係る協議について
予算決算常任委員会
議案の審査

各常任委員会・分科会
議案の審査、所管事項の調査　他
本会議
議案１件上程・可決
予算決算常任委員会総務地域連携交通分科会
議案の審査
予算決算常任委員会
議案の審査

4日～9日

4

令和６年三重県議会定例会　９月定例月会議 本
号
の
主
な
内
容

1面
2面～3面
4面　一般会計補正予算や条例案など１４件の議案を審議し可決するとともに、令和５年度三重県水道事業会計決

算など４件を認定しました。また、県民の皆さんからいただいた請願１３件と、常任委員会や議員から提案さ
れた意見書案１３件を審議し、それぞれを採決しました。可決した意見書は国に提出し、要望の実現に向けて
働きかけました。

審議結果、代表質問
一般質問
議員勉強会を開催、インターンシッ
プ実習生からの提案、出前講座を実
施、議員の辞職等、主な開催実績、
用語解説

新総理が進めようとする
地方創生の取り組み
藤田 宜三 議員 　新政みえ／鈴鹿市選出

その他の質問事項

　石破新総理の所信表明の柱の一つである「地方を守る」政策は、「地
方創生」として10年前から三重県を含め全国で取り組まれていますが、
人口減少は止まらず、地方の経済の多くは疲弊する一方です。
　「地方を守る」ことについて、知事の思いをお聞かせください。

　今こそ、疲弊しきった地方を再生し、日本を持続可能な形に変える必
要があると考えます。
　全国知事会からは、東京一極集中の是正や、企業の地方移転の際の
税制変更などを国に提案していますので、新総理には、地方創生として
の人口減少対策を具体的な行動で示していただきたいと思います。今後
も、全国知事会として結束し、声を上げ続けていきます。

令和７年度行政展開について
人口減少対策について

○
○

問

答

熊野古道伊勢路世界遺産登録
20周年と古道周辺の安全対策
服部 富男 議員　自由民主党／三重郡選出

その他の質問事項

　三重県で唯一の世界遺産である熊野古道伊勢路は、今年度で世界遺
産登録20周年を迎えました。県においてもさまざまなイベントを展開さ
れていますが、より多くの方に訪れていただくためには、三重県全体でＰ
Ｒしていくことが重要だと考えます。知事の思いをお聞かせください。

　熊野古道は、伊勢神宮と熊野三山を結ぶ巡礼の道であり、「精神性」「自
然崇拝」に溢れる道だと思います。一方で、宿泊場所や二次交通、案内
機能やトイレなどの課題も多いので、プロモーションに加え、観光インフ
ラの整備もしっかり着実に進めていきます。
　今後は、南部以外の地域でも熊野古道を盛り上げる方策についても検
討したいと考えています。

観光振興について
水田農家への支援について　ほか

○
○

問

答

代 表 質 問

用 語 解 説用 語 解 説 （2～３ページの「一般質問」に関するもの）

　子どもの状況や発達過程を踏まえた適切な環境づくりや支援の
もと、自然体験活動を通じて、子どもの豊かな人間性を育み、心
身の調和の取れた発達の基礎を培うことを目指して行われる保育・
幼児教育のことです。

　接種後にメッセンジャーＲＮＡが一定期間複製され、持続的に
ウイルスに対する抗体がつくられるため、少ない接種量でワクチン
の効果が長く続くことが期待される次世代メッセンジャーＲＮＡワ
クチンのことです。

　独立行政法人医薬品医療機器総合機構の略。医薬品などの健
康被害の救済、承認審査、安全対策を担う公的機関のことです。

　地域の活性化と庭園文化の普及を図るため、各地域の複数の

庭園等の連携により、魅力的な体験や交流を創出する周遊型観
光の取り組みのことです。国土交通省は、この取り組みを推進す
るため、平成３１年に「ジャパンガーデンツーリズム登録制度」を
創設しました。

　制度・分野ごとの「縦割り」や、「支え手」「受け手」という関係
を超え、地域住民や地域の多様な主体が参画し、人や資源が世代
や分野を超えてつながることで、住民一人ひとりの暮らし・生きが
い・地域を、ともに創っていく社会のことです。

　健康課題や社会的課題を抱える対象者との対話を通じ、地域
の活動や資源へつなぎ、社会資源を創出する役割を担う人のこと
です。

　薬の代わりに「社会とのつながり」を処方することで、個々が抱

える問題を解決することを目指す取り組みのことです。

　建設工事請負契約書第２６条第６項に基づき、「予期することの
できない特別の事情により、工期内に日本国内において急激なイ
ンフレーション又はデフレーションを生じ、請負代金額が著しく不
適当となったとき」に、請負代金額の変更を請求できる措置のこ
とです。
　県は、国が定める運用マニュアル（案）を準用しており、そこに
は請負代金額の変更にあたっては、残工事費の変動額のうち、残
工事の請負代金額の１％を受注者が負担することとされています。

　海や漁村の地域資源の価値や魅力を活用する事業であって、国
内外からの多様なニーズに応えることにより、地域のにぎわいや所
得と雇用を生み出すことが期待されるもののことです。

① 自然保育

② レプリコンワクチン

③ ＰＭＤＡ

④ ガーデンツーリズム

⑤ 地域共生社会

⑥ リンクワーカー

⑦ 社会的処方

⑧ インフレスライド

⑨ 海業（うみぎょう）　

※この他にも、さまざまな会議を開催しました


